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( 1) 10月25日採取新檎

籾皮部の射出髄及ひ'柔組織中のijlJ1粉

(2) 10月25日採取新梢

靭皮部の射出鎚及び柔組織中の澱粉


品種ナイヤガラ� 10x40 
品種ナイヤガラ� 10x 40 


(対照区) 
(0.05%処理区)
 

A:射出髄� B:柔組繰� 
A:射出髄� 3}:柔組織

( 3 ) 組織の耐凍性� 組織を見出 して於けば，乙の組織を器準として!耐

(a)各組織の耐凍性の判定 プド ーの組織が低 凍性強弱の判定を下す乙 とができ るので乙れを示;

温に遭遇して凍害を起すとき い字、れの組織が最初� すと第 8表の とな りである。

I'C被害を受けるか，換言すれば、最も耐凍性の弱い� 

第� 8表 各組織の而:t~性 (9 月 1 0 日採取技 ， C 24時間)-5 o， 
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ナイヤガラ�  1+(ー・� )I土 (ー)I+ (士) + (土) I+(ー・)� I+(ー� ) 1+(ー) + (ー)

( ( )の無レものは低温処慰問後，� ( )のあるものは処理後� 3自のもの� 

1+ ー全部生細胞
言q 土 ー一部死細胞が現われんとしている

|ーー 僅少の納胞が死んでいる� (10%以下) 

|一 大半の細胞が死んでし、る

第 8表によればプ 下ーの組織中 ，一番耐凍性の ffR区は低温処理直後K生存率が高くとも処王監後72


弱い組織は ，秋の初めにおいては紙� !r音の射1-1-'，髄 時間を経過すると急激に生存率が低下しているの!f.j¥

で次が髄周辺組織であるととが示されている。ゆ に対しMH区の ものはその低下率が少泣いのが特

えに冬期間の耐凍性玄判定するのには一応組成射� 徴である。との原因� Kついてはいろいろあろうが� 

/1:1，髄を採用するこ とにした。� MH処理によって凍死の進行が窪れる とい うヰ� i笑

(b)耐凍性の獲得 プ Fーの組織段、同一切片に は ，結論からいってそれだけ剥� u胞が耐凍性が強く

たいて も測定佐世によって耐狩院に強弱の差がは たっているととで一応� MHの効果と見倣してよい

(+)Iー・(ー)� I +(ー・)Iー・(-) +(ー・)デラウエア�  |十� 

1+ (十)Iー・( + (ー)I+(ーー) + ( ー)カメル ス� +

のヨ!!110切片に対し少たくと も� 1


視野を変えて鏡検し?と。その結H4，靭皮射Il-'，'it遣の があるので，時期号� IJの耐荷性獲得と凍死の移行に 


生存率を表わした ものが第� 9表でるる。 ついて示すと第 3 図のì-:~な りである。


第� 9表によれば、� MH処斑区はい字、れも対!T('t区よ 第� 3区|によれば- 5
0

C，41時if¥]処理では� 9月10


り~~!I胞の生i三存率ーが高いととを示してい る。 また対 日にはほと ん ど品開問の相退は認めたい。これは 


たはだしいので� と考え る。もったも� l時期によ てってillH凍性にも相過
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IV 結 論� 

MH30をブドーの生育司1I'C葉商撒布すれば、新柏、

のiljjJ凍性を増加lするばかりでたく :果実に対しても

等ろ好影響を与えるものである。� MHの 濃度は�  

0.05%程度が総べての条f1吃 矧j紫して適当であ

る。撒布同期{tj::8jj中下旬� 2回程度を可とするも

回数についてはさ らに検討す る必要である。� 

V 摘要�  

1. プド ーの生育仁11[亡MH-30 ~と葉 rI[ï撒布して

外部なよ び内部の形質になよほす影響~~ ~と検討し

た。� 

2. 来粒の肥大にたよぼす協響はMHの濃度が� 

fまいとき ( 0. 0l ~0 . 03%) はかえって肥大を促進

するが濃度の高い場合� (0.05%以上) は 抑 制 す

る。しかし撒布l時期がかたり でE付与する ようで一応

収時期 1 ヌ~ JoJ前の新梢伸長の緩慢期が撒:{f1適期と

考えられる。� 

3. 県粒の活色にたよぼす彫響は0.05%の濃度

ではデラウエブF で、はうi:f色の促進を認めた。す主主わ

ち着色の初期にたいて対HR区 よ り1週間程度促進

されたが収積期に近づ くにつれ て， その開きは接

近し最後にないて結局� 3日程度の促進を認めた。

カメノレス ，ナイヤガラでは促進効果は認められた

かった。� 0.1%の濃度では0.05%のそれとの開に

促進効洪に差がたいは、か りでた く1955年には葉に

著 しい薬害?と認めた。� 

4 新梢のw長抑制なよび枝が褐色に変る� (コ

ノレクイヒ)影響については顕著主主効果を認め， と く

に副梢の小さ訟ものは途中で枯死した。撒布濃度

によ る差は認められ主主いが，� MH処理区は対照区

にくらべ半褐色の部分が少完工 く褐色部と緑色部が

接近して明瞭友区別があクた。� 

5. MHは形成届活動を秋期早 く緩似に し，そ


の結果，停止其11を� 1週間程度早めた。勿論これに


はj散布の時期がjj手脅するが，一県粒肥大先 了期の� 8


月仁|ー下旬¥'L撒布すれば形成j溺活動が緩慢にたると 
1


ともに約10日間仕は同一状態を続けて，この間に

コノレク層部急激に発現増大する。� 

6. :;県安収穫直後に新相内の成分はMH処理区

は対照区にく らべ百n作|生糖 I'J ~J斡 1)日している。

かつ校の先端部カ弘主音jiよ り含有量が多い。金量

ミキミ， 狙灰分にてついてはさ;を:認めたい。� 

7. MHが新triのl μ耐凍判うになよぼすi堺につい


ては顕治'13."0)県をritめた。?:くに秋¥L.:::!ないてはM
 

HO.05タザなよび� 0.1'}{処:f.!j!P-Z1全対照に くらべ，デ


ラウ エプ ，カメノレス ，ナイヤガラ各rflJfAともに� 5
 

C程度の/I'Ui"凍性プJ吉原J強された。
 

8. MHが新梢の ìjjH ìJiÎ~何姥 {せになよほすi必脅を

時期的に 見ると 10 rJ 上中旬までは処理区は~n暑な

効:!f~があり凍死の進行も対照区よ り 蓬い。 10月下

旬以降にたると非常に処理区 J二対照区の耐凍性は

相接近して くるが低温処班後の細胞の生存持続は

やはり処理区のブゴがやペ� 

(3) コルク暦完成� lOx 10 

デラウェア 褐色校 


会}:コルク肘� C:コルク形成層� 

(4) コルク暦形成中� lOx lO 
デラウエア 半樹色校� 

A:コルク崩形成中� (未完成)



9 県樹の冷霜害防止に関する試験� 

(5) 獲死 の進行�  lOx10 

9月下旬デラ ウェア� (MHO.05%立!1F4Dー� 10'C 

41時間処理処理!後� 7回目� 

A:コルク庖
 

B 籾l主柔細胞� C，i¥色f.jl，正死)
 
C:射出髄
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